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（平成２7年）

今
月
の
注
目
記
事

◆
平
成
27
年
度 

町
政
執
行
の
基
本
方
針
（
要
旨
）
（
Ｐ
２
～
Ｐ
３
）

◆
平
成
27
年
度 

教
育
行
政 

執
行
方
針
（
要
旨
）
（
Ｐ
４
）

◆
平
成
27
年
度 

予
算
の
概
要
（
Ｐ
５
～
Ｐ
８
）

◆
余
市
町
市
民
農
園 

利
用
者
募
集
（
Ｐ
12
）

◆
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
を
受
付
し
ま
す
（
Ｐ
13
）

  
【主な目次】

マッサン通信  ……………………Ｐ１５

健康と暮らしの情報 ……………Ｐ１7

募集・お知らせ   …………Ｐ１８・１９

けんこうひろば     …………………  Ｐ２０

余市町でおこったこんな話       ……Ｐ２１

生涯学習だより  …………Ｐ２２・２３

「マッサン」 余市で最終撮影

　２月２２日・２３日の両日、余市町において「マッサン」の最終撮影がおこ

なわれました。

　２３日の撮影終了後、ニッカ工場内の旧事務所前で、約 9 カ月におよぶ撮

影に臨んだマッサン（玉山鉄二さん）とエリー（シャーロット・ケイト・フォッ

クスさん）に関係者から大きな拍手と花束が贈られ、お二人を労いました。

　余市町からは、嶋町長と「マッサン」応援推進協議会三浦文夫会長（余市商

工会議所会頭）から花束と余市町の風景パネルが贈られました。

　マッサンは、最後の撮影では、ドラマ終盤でお

なじみとなったひげをそり、２０代のマッサンを

演じ最後のカットを迎えました。

　エリーも撮影後は、感極まり何度も涙を流し、

「北海道・余市がわたしにとっての第２のふるさ

と」と話していました。

○本誌 15 ページ「マッサン通信」もご覧ください
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町
政
執
行
の
基
本
方
針

１
．
住
み
良
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

主
人
公
で
あ
る
町
民
が
、
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
町
民
の
暮
ら
し
、
健
康
を
守
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
町
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
を
整
備
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◎
地
域
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
相
互
扶
助
精
神
の
高
揚
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
携
強
化

・
要
支
援
者
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
地
域
で
の
日
常
的
な
見
守

　

り
活
動
や
、
緊
急
時
の
速
や
か
な
支
援

◎
児
童
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、
「
余
市
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
推
進
と

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
し
、
地
域
子

　

育
て
支
援
事
業
の
充
実

・
児
童
虐
待
防
止
等
の
た
め
の
連
携
強
化

◎
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
「
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

　

基
づ
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
高
齢
者
の
地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
福
祉
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

　

の
適
切
な
提
供
と
連
携
強
化

◎
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
北
後
志
地
域
自
立
支
援
協
議
会
や
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

を
活
用
し
た
障
が
い
者
へ
の
支
援

・
北
後
志
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
早
期
療
育
事
業
の
充
実

◎
保
健
に
関
す
る
施
策

・
成
人
保
健
対
策
と
し
て
、
「
余
市
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
に
基

　

づ
き
、
健
康
教
室
や
健
康
相
談
の
充
実
と
連
携
強
化

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向
け
た
各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
康

　

診
査
の
実
施

・
母
子
保
健
対
策
と
し
て
、
訪
問
相
談
や
、
乳
幼
児
健
診
の
充
実

・
予
防
対
策
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
、
大
人
用
肺
炎
球
菌

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
継
続

◎
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策

・
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
啓
発
の
積
極
的
な
実
施

◎
消
費
者
保
護
に
関
す
る
施
策

・
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
あ
る
、
小
樽
・
北
し
り
べ
し
消
費
者
セ

　

ン
タ
ー
の
活
用
を
広
く
周
知

◎
国
民
年
金
事
業

・
相
談
業
務
と
制
度
の
周
知
活
動
の
推
進

◎
道
路
に
関
す
る
施
策

・
フ
ゴ
ッ
ペ
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
の
推
進
要
望

・
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
改
修
事
業
や
、
町
道
の

　

舗
装
・
側
溝
の
計
画
的
な
整
備

・
効
果
的
な
除
排
雪
の
実
施
、
流
融
雪
溝
の
適
切
な
維
持
管
理

・
北
海
道
横
断
自
動
車
道
余
市
・
小
樽
間
の
朝
里
地
区
に
お
け
る

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
化
の
要
望

・
市
街
地
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
検
討

◎
河
川
に
関
す
る
施
策

・
余
市
川
改
修
工
事
の
早
期
完
成
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ヌ
ッ

　

チ
川
・
フ
ゴ
ッ
ペ
川
治
水
対
策
工
事
の
計
画
的
推
進
を
要
望

・
河
川
愛
護
組
合
等
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
治
水
対

　

策
や
維
持
保
全
を
実
施

◎
港
湾
・
海
岸
保
全
に
関
す
る
施
策

・
港
湾
利
用
者
と
の
協
議
に
よ
る
余
市
港
湾
の
維
持
保
全

・
港
町
地
区
斜
路
補
修
事
業
の
実
施
及
び
越
波
対
策
と
し
て
の
大

　

川
海
岸
護
岸
補
強
工
事
を
引
き
続
き
要
望

◎
公
園
事
業
に
関
す
る
施
策

・
施
設
の
維
持
管
理
及
び
安
全
対
策
の
実
施

・
遊
具
の
劣
化
や
破
損
状
況
を
点
検
・
確
認
し
、
遊
具
利
用
者
の

　

安
全
確
保
の
実
施

◎
公
営
住
宅
に
関
す
る
施
策

・
入
居
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
「
余
市
町
公
営
住
宅

　

等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
く
、
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施

◎
住
宅
関
連
に
関
す
る
施
策

・
耐
震
診
断
・
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
継
続

・
用
途
地
域
内
に
お
い
て
、
新
た
に
宅
地
を
購
入
し
、
住
宅
を
新

　

築
し
た
方
に
対
す
る
土
地
購
入
費
の
助
成
制
度
の
継
続

◎
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
施
策

・
事
業
完
了
に
向
け
た
支
援
の
継
続

◎
環
境
に
関
す
る
施
策

・
河
川
の
水
質
調
査
、
悪
臭
、
騒
音
等
の
各
種
調
査
測
定
の
実
施

・
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
街
路
灯
の
省
エ
ネ
化
に
対
す
る
補

　

助
、
庁
舎
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
推
進

◎
一
般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
施
策

・
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

・
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
の
対
策
と
し
て
、
安
否
確
認
に
も

　

つ
な
が
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
の
継
続

◎
防
災
に
関
す
る
施
策

・
余
市
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
防
災
対
策
の
整
備

・
北
海
道
と
連
携
し
た
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
と
避

　

難
体
制
の
整
備

・
北
海
道
日
本
海
沿
岸
の
津
波
避
難
対
策
の
推
進

・
避
難
所
に
お
け
る
防
災
資
機
材
の
整
備
継
続

・
余
市
町
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
の
整
備

・
町
民
へ
の
防
災
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
区
会
等
と
の
連
携

　

に
よ
る
防
災
力
の
強
化

　

町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
重
要
な
諸
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
余
市
町
の
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
構
想
と
計
画
を
示
し
た
「
第
４
次

余
市
町
総
合
計
画
」
を
基
本
に
、
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
、
町
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
り

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
27

  

町
政
執
行
の
基
本
方
針
（
要
旨
）

町政執行方針を述べる
　　　　　　　　　嶋　町長
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２
．
多
様
な
資
源
と
人
的
パ
ワ
ー
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

産
業
間
・
産
学
官
の
連
携
、
人
的
パ
ワ
ー
の
活
用
、
教
育
・
文

化
芸
術
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
り
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

◇
産
業
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◎
農
業
に
関
す
る
施
策

・
果
樹
の
奨
励
品
種
へ
の
転
換
、
園
地
整
備
な
ど
を
推
進

・
野
菜
の
栽
培
技
術
の
確
立
と
流
通
対
策
を
推
進

・
果
樹
、
野
菜
の
新
植
・
更
新
の
資
材
等
に
係
る
負
担
軽
減
支
援

・
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
遊
休
農
地
の
利
用
促
進
を
推
進

・
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
元
農
産
物
の
加
工
品
開

　

発
等
６
次
産
業
化
に
向
け
た
支
援

・
市
民
農
園
の
有
効
活
用
と
適
正
な
維
持
管
理

・
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
駆
除
の
継
続

◎
林
業
に
関
す
る
施
策

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
や
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推

　

進
事
業
の
継
続

・
豊
丘
水
源
か
ん
養
保
安
林
の
保
全
と
機
能
回
復
を
図
る
た
め
、

　

町
有
林
保
育
事
業
や
野
そ
駆
除
事
業
を
実
施

◎
漁
業
・
水
産
加
工
業
に
関
す
る
施
策

・
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
支
援
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
に

　

よ
る
資
源
確
保
の
取
り
組
み
の
強
化

・
余
市
郡
漁
業
協
同
組
合
の
製
氷
・
貯
氷
施
設
の
整
備

・
磯
焼
け
対
策
の
研
究
調
査
と
試
験
事
業
の
継
続

・
ト
ド
被
害
対
策
へ
の
支
援
継
続

・
水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

◎
６
次
産
業
化
に
関
す
る
施
策

・
地
元
農
水
産
物
を
活
か
し
た
産
業
振
興
の
取
り
組
み

・
「
余
市
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
施
策
の
推
進

・
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
に
よ
る
ブ

　

ラ
ン
ド
力
向
上
の
推
進
、
道
内
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
ワ
イ
ン

　

ぶ
ど
う
産
地
と
し
て
の
各
種
施
策
の
展
開

◎
商
工
業
に
関
す
る
施
策

・
余
市
中
小
企
業
相
談
所
へ
の
助
成
継
続

・
中
小
企
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

・
地
元
に
密
着
し
た
商
店
街
事
業
へ
の
支
援
継
続

・
既
存
空
き
店
舗
の
活
用
に
よ
る
起
業
支
援
継
続

◎
観
光
に
関
す
る
施
策

・
余
市
観
光
協
会
の
組
織
基
盤
の
強
化
と
事
業
推
進
支
援

・
北
後
志
地
域
と
連
携
し
た
、
観
光
客
誘
致
等
に
よ
る
地
域
経
済

　

の
活
性
化

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

・
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」
応
援
推
進
協
議
会
を
中
心
に

　

観
光
の
振
興
、
観
光
産
業
の
活
性
化

・
道
の
駅
で
の
観
光
情
報
の
提
供
、
地
場
産
品
の
販
売
Ｐ
Ｒ
強
化

・
農
道
離
着
陸
場
の
多
面
的
な
利
活
用
の
推
進

◎
労
働
に
関
す
る
施
策

・
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
の
支
援
と
、
失
業
者
・
新
規
学
卒
者

　

の
就
労
支
援

◎
教
育
・
文
化
芸
術
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
施
策

・
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な
発
達
を
支
援

・
学
校
施
設
の
安
全
性
向
上

・
自
主
的
、
創
造
的
な
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
支
援

・
生
涯
各
期
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
と
、

　

各
種
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

◎
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

・
福
島
県
会
津
若
松
市
、
広
島
県
竹
原
市
に
青
少
年
を
派
遣
し
、

　

地
域
連
携
活
動
を
通
し
た
青
少
年
の
育
成

・
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
実
施
と
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
資
料
館
へ

　

の
児
童
生
徒
の
派
遣
事
業
の
実
施

◎
人
口
減
少
問
題
に
関
す
る
施
策

・
子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
政
策
の
促
進
や
新
規
就
農
支
援
の

　

推
進
に
よ
る
地
域
社
会
の
形
成

◎
宇
宙
記
念
館
に
関
す
る
施
策

・
宇
宙
開
発
や
自
然
、
地
球
環
境
等
の
学
習
の
場
と
し
て
の
機
能

　

の
充
実
と
、
記
念
館
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
事
業
の
展
開

３
．
町
民
と
行
政
が
連
携
し
て
歩
む
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
、
町
民
と
行
政
の

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◇
財
政
基
盤
の
確
立
と
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
の
施

　

策
の
推
進

◎
町
民
と
行
政
の
連
携
に
関
す
る
施
策

・
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
紹
介
や
相
互

　

交
流
の
推
進
、
地
域
連
絡
員
制
度
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
地

　

域
住
民
と
行
政
が
と
も
に
課
題
解
決
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
の

　

推
進

◎
情
報
の
共
有
に
関
す
る
施
策

・
広
報
広
聴
機
能
を
活
用
し
た
、
町
政
懇
談
会
や
各
種
説
明
会
で

　

の
町
民
と
の
意
見
交
換
や
、
情
報
共
有
化
を
推
進

・
町
の
予
算
説
明
書
の
全
世
帯
配
布

◎
行
財
政
に
関
す
る
施
策

・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
確
立
を
念
頭
に
し
た
財
政
の
健
全
化

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
、
口
座
振
替

　

納
税
の
普
及

◎
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
施
策

・
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
能
力
向
上
の
た
め
の
研

　

修
機
会
の
拡
充

・
北
海
道
と
の
人
事
交
流
を
推
進

◎
効
果
的
な
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
施
策

・
広
域
交
通
体
系
の
整
備
に
向
け
た
積
極
的
な
要
請
活
動
の
推
進

・
「
北
し
り
べ
し
定
住
自
立
圏
」
に
お
け
る
、
効
率
的
・
効
果
的

　

な
広
域
行
政
の
推
進

平成 27 年度　町政執行の基本方針
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学
校
教
育
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
確
か
な
学
力
の
習

得
と
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
、

調
和
の
と
れ
た
教
育
活
動
の

一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
に
努
め
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
も
た
ら
す

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、
自
主
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
学
習
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
楽
し

み
な
が
ら
学
び
、
経
験
や
知
識
を
地
域
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

以
下
、
教
育
委
員
会
で
は
７
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
教
育
行

政
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

１
．
自
ら
学
び
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
学
習
指
導
の
充
実

　

変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
、
た
く

ま
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
確
か
な
学
力
を
し
っ
か
り
と
習
得
さ
せ
、
そ
れ
ら
を

活
用
で
き
る
確
か
な
力
を
育
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

・
児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
的
確
に
と
ら
え
、
実
態
に
応
じ
た

　

授
業
改
善

・
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習

　

慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

・
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
の
個
に

　

応
じ
た
、
適
切
で
き
め
細
か
な
教
育
活
動
の
推
進

・
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

　

じ
た
適
切
な
支
援
体
制
の
充
実

・
外
国
人
英
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
外
国
語
教
育
や
国
際
理
解

　

教
育
の
向
上

・
情
報
機
器
活
用
能
力
の
向
上
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

・
学
校
評
議
員
会
や
学
校
評
価
制
度
の
改
善
、
保
護
者
や
地
域
住

　

民
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
の
推
進

・
教
職
員
の
各
種
研
修
へ
の
参
加
促
進
や
実
践
的
指
導
力
の
向
上

　

と
校
内
組
織
の
活
性
化
の
推
進

２
．
思
い
や
り
と
自
ら
律
す
る
心
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
指
導
の
充
実

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
存
在
感
と
将
来
に
対
す

る
夢
や
目
標
を
も
ち
、
自
己
実
現
を
果
た
す
た
め
に
は
、
心
身
と

も
に
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
思
い

や
り
の
心
や
倫
理
観
な
ど
を
も
っ
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

・
自
ら
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
力
を
育
て
る
指
導
の
充
実

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
支
援
体
制
を
充
実
し
、
専
門

　

的
な
立
場
か
ら
の
適
切
な
助
言
や
支
援

・
余
市
町
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

・
教
育
行
政
・
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
、
い
じ
め
を

　

許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

・
生
徒
指
導
体
制
の
整
備
と
充
実

３
．
生
命
を
尊
ぶ
心
を
大
切
に
す
る

　
　
　

健
康
・
安
全
教
育
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

命
を
大
切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
を
培
い
な
が
ら
、
心
身
を

た
く
ま
し
く
鍛
え
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
の
資
質
を

育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
生
命
の
尊
さ
や
安
全
に
行
動

す
る
習
慣
な
ど
、
健
康
教
育
と
安
全
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
非
行
、
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
の
指
導
体
制
の
充
実
と
強
化

・
交
通
安
全
に
対
す
る
指
導
や
通
学
路
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み

・
学
校
施
設
の
教
育
環
境
の
改
善
と
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

・
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
と
地
産
地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進

・
学
校
図
書
館
用
図
書
、
教
材
教
具
、
学
校
用
備
品
、
学
校
Ｉ
Ｃ

　

Ｔ
環
境
の
計
画
的
な
整
備

・
均
等
な
教
育
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支
援
の
継
続

４
．
地
域
貢
献
に
向
け
た
学
習
機
会
の
提
供

　

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
は
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
つ

で
も
、
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
習
得

し
た
知
識
・
技
能
を
適
切
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
地
域
貢
献

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
成
人
教
育
で
は
、
人
間
性
・
社
会
性
を
生
か
し
主
体
的
に
生
活

　

で
き
る
よ
う
な
、
自
己
実
現
に
向
け
た
学
習
機
会
の
提
供

・
高
齢
者
教
育
で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
向
け
た
学
習
活
動
の

　

提
供
と
地
域
に
生
か
せ
る
環
境
づ
く
り

５
．
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

　

健
全
な
心
身
の
発
達
の
基
礎
を
培
う
た
め
に
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し
て
、

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
・
体
験
活
動
の
継
続
と

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

・
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
に
過
ご
す
た
め
、
地
域

　

の
教
育
力
を
活
用
し
た
体
験
活
動
の
提
供

・
家
庭
教
育
で
は
、
母
親
は
も
と
よ
り
父
親
の
育
児
参
加
促
進
と
、

　

子
育
て
情
報
の
提
供

６
．
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の
保
存
と
活
用

　

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
は
、
社
会
教
育
施
設
が
有
機
的
に
結

び
つ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
生
か
し
た
活
動
を
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

・
利
用
し
や
す
い
公
民
館
の
運
営
と
社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携

　

し
た
、
発
表
や
鑑
賞
、
創
作
機
会
の
充
実

・
図
書
の
継
続
整
備
と
学
校
図
書
館
へ
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
読
書
普
及
活
動

・
伝
統
文
化
や
郷
土
歴
史
の
資
料
収
集
、
文
化
財
施
設
の
保　

存

と
適
切
な
管
理
、
有
効
な
活
用

７
．
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

心
豊
か
に
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
所
属
す
る

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み

・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健

　

康
づ
く
り
の
推
進

　

教
育
委
員
会
は
、
本
町
の
教
育
・
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育行政執行方針を
述べる　中村　教育長

平
成
27

   

執
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予算額  ８２億３，５００万円
前年度比　1 億１，５００万円増（１．４％）

　予算とは、この 1 年間の収入と支出の計画を定めたものです。ここでは、今年度町がどのよ

うな収入を見込み、どのようなことに支出する予定なのかを紹介していきます。

■歳出の状況

　民生費は町民が一定水準の生活と安定した

社会生活を保障するのに必要な経費で、臨時

福祉給付金などの給付金事業の終了により前

年度比約 1 億 2,200 万円の減額、公債費は

過去に行った公共施設建設事業や道路事業の

ために借り入れたお金の返済に要する経費

で、前年度比約 7,900 万円の減額となって

います。土木費は除雪作業車等の保管倉庫建

設や橋の補修整備などの建設事業により前年

度比約 1 億 4,180 万円の増額、農林水産業

費は余市郡漁業協同組合製氷貯氷施設の建設

事業などにより前年度比約 9,600 万円の増

額となっています。

■歳入の状況

　地方交付税は一定の基準により国から地方

に交付されるお金で、歳入の中では最大の

44％を占めています。今年度は前年度比約

4,020 万円の減額を見込んでいます。町税

は固定資産税などの減収により、前年度比約

3,880 万円の減額を見込んでいます。町債

は特定の事業を行うために国や金融機関から

借りるお金で、前年度に策定した余市町過疎

地域自立促進市町村計画に基づく過疎対策事

業などに充てるため、前年度比 1 億 5,300

万円の増額を見込んでいます。地方消費税交

付金は前年度の消費税率の引上げにより、前

年度比9,500万円の増額を見込んでいます。

一 般 会 計

平成２７年度予算の概要
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住み良く安心して暮らせるまちづくり

・町民の暮らし、健康を守るための施策
・町民生活に密着した社会資本を整備するための施策
・豊かな自然環境を保全するための施策
・災害に備えたまちづくりを進めるための施策

・産業振興のための施策
・教育、文化、スポーツの振興を図るための施策
・まちづくりを担う人材を育成するための施策

☆町民の生活と文化の向上に重要な役割を果たす福祉

　センターの補修工事を行います。　……２６７万円

☆町道の維持補修と側溝の整備、長寿命化を目的とし

　た橋りょうの改修を行います。今年度は登西山手線

　に車両の待避所を設置します。

　　　　　　　　　　　　　……１億１，９７１万円

☆町道の除排雪や流融雪溝の管理を行います。今年度

　は除雪作業車等保管倉庫の建設と除雪トラックを更

　新します。　　　　　　　……３億４，７６３万円

☆海岸保全事業として老朽化が激しい港町地区の斜路

　補修事業を行います。　　　　　　……１５０万円

○各家庭から搬出されたゴミの適正な分別や処分を行

　います。　　　　　　　　……３億３，２５８万円

○災害対策として、備蓄品や防災資機材を購入します。

　　　  　　　　　　　　　　　　　 ……８８５万円

○感染症の拡大防止を図るために、定期予防接種を行

　います。　　　　　　　　   　……３，８２６万円

○既存住宅の改修と新築住宅の建設、購入に対し補助

　します。　　　　　　　　　   ……２，０００万円

・協働のまちづくりを進めるための施策
・財政基盤の確立と効果的な行政運営を進めるための施策

※ここでは予算の概要についてお知らせしていますが、今年も予算の内容を分かりやすく
　説明した予算説明書の配付を６月に予定していますので、是非ご覧ください。

  平成２７年度の主な事業  ※新規・拡充事業については、☆印をつけています。

　主人公である町民が、この町に住んで良
かったと思えるような、安心して暮らせるま
ちづくりを進めます。

多様な資源と人的パワーを活かした元気なまちづくり

　産業間・産学官の連携、人的パワーの活用、
教育・文化芸術活動とスポーツの振興により、
元気なまちづくりを進めます。

町民と行政が連携して歩むまちづくり

　町民の立場に立った行政運営を推進し、町
民と行政の連携によるまちづくりを進めます。

☆農業振興として、農業経営に必要な園芸資材の購入

　に対し補助します。   　　　　　　……２５０万円

☆LED電灯を含む商店街街路灯の設置又は更新、電

　灯料に対し補助することで、商店街の景観保全と電

　力の省エネルギー化を図ります。　……４８１万円

☆教育環境の整備として、町内小中学校の体育館など

　の天井やバスケットゴール、窓枠の落下を防ぐ耐震

　改修工事の設計業務を行います。　……８７０万円

☆総合体育館などの運動施設を管理し、各種スポーツ

　大会を開催することでスポーツ振興を図ります。今

　年度はあけぼのプールの防水補修工事を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　……３，６０３万円

☆2015年余市町応援大使に任命された日本ハムファ

　イターズの選手を通じて余市町のPRを図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　……５５万円

○６次産業化を進めるため、本町特産加工品のＰＲ販

　売や講演会を行います。　　　　　……２８８万円

○余市町の未来を担う人づくり事業として青少年を余

　市町にゆかりのある広島県竹原市と福島県会津若松

　市に派遣し、地域連携を通じて人材育成に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　……４１３万円

○経営の不安定な就農初期段階の就農者に対して給付

　金を助成することで、余市町の農業を担う人材の育

　成を支援します。　　　　　　　　……６１８万円

○自治基本条例策定に向けた取り組みを行います。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　……１０７万円

○住民活動の推進のため、区会連合会や各区会の活動

　に対し支援します。　　　　　　　……３７２万円

○様々な行政課題に対応できる職員を育成するために、

　職員研修や道との人事交流を活発に行います。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　……６３１万円

○町民と行政の連携・情報共有のため、広報よいちや

　予算説明書を発行します。　　　　……８６６万円
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　 国民健康保険 特別会計
◇歳入予算額（単位：万円）◇

国 民 健 康 保 険 税 4 億 9,694

一 部 負 担 金 0

使 用 料 及 び 手 数 料 40

国 庫 支 出 金 7 億 7,048

療 養 給 付 費 交 付 金 1 億 1,436

前 期 高 齢 者 交 付 金 8 億 5,250

道 支 出 金 1 億 9,023

共 同 事 業 交 付 金 7 億 2,567

繰 入 金 1 億 7,392

繰 越 金 100

諸 収 入 50

計 33 億 2,600

　◇歳出予算額（単位：万円）◇

総 務 費 2,405

保 険 給 付 費 21 億 4,260

後期高齢者支援金等 2 億 9,562

前期高齢者納付金等 15

老 人 保 健 拠 出 金 2

介 護 納 付 金 1 億 2,496

共 同 事 業 拠 出 金 7 億 2,567

保 健 事 業 費 1,003

公 債 費 90

諸 支 出 金 100

予 備 費 100

計 33 億 2,600

◇歳入予算額（単位：万円）◇

後期高齢者医療保険料 ２億 1,385

使 用 料 及 び 手 数 料 2

繰 入 金 9,292

繰 越 金 0

諸 収 入 21

計 3 億　700

◇歳出予算額（単位：万円）◇

総 務 費 304

後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 3 億　 375

諸 支 出 金 20

予 備 費 1

計 3 億 　700

　 後期高齢者 医療特別会計

　本会計は、余市町にお住まいで他

の健康保険制度に加入していない方

を対象として、保険医療給付を行う

ことを目的に設置されている会計で

す。新年度予算は、前年度に比べ 3

億 5,700 万円（12.0％）の増額

となっており、加入者の保険税のほ

か、国・道支出金、一般会計からの

繰入金により運営を行っています。

　本事業は、75歳以上（65歳以上
75歳未満の一定の障がいを持つ）の
方の保険医療給付を行う事業であり
、その運営は北海道後期高齢者医療
広域連合が行います。本会計は、そ
の事業のうち加入者の保険料徴収や
各種申請の受付業務を行います。新
年度予算は、前年度に比べ1,900
万円（5.8%）の減額となっていま
す。

　 介護保険 特別会計
　介護保険事業は、介護サービスに

係る保険給付と介護予防などを目的

とする地域支援事業を行っており、

これらの事業費の財源は国・道・町

の公費負担と３年ごとに見直される

保険料により賄われています。新年

度予算は、前年度に比べ 7,521 万

円（3.1％）の減額となっています。

◇歳入予算額（単位：万円）◇

保 険 料 ４億 3,758

使用料及び手数料 2

国 庫 支 出 金 5 億 9,871

支 払 基 金 交 付 金 6 億 3,679

道 支 出 金 3 億 4,586

財 産 収 入 1

繰 入 金 3 億 3,025

繰 越 金 1

諸 収 入 5

計 23 億 4,928

◇歳出予算額（単位：万円）◇

総 務 費 3,228

保 険 給 付 費 22 億 5,592

地 域 支 援 事 業 費 5,790

諸 支 出 金 10

基 金 積 立 金 1

公 債 費 207

予 備 費 100

計 23 億 4,928

　 公共下水道　特別会計
◇歳入予算額（単位：万円）◇

分担金及び負担金 880

使用料及び手数料 2 億 8,110

国 庫 支 出 金 6,330

繰 入 金 4 億 7,708

繰 越 金 1

諸 収 入 2

町 債 4 億 3,620

計 12 億 6,651

◇歳出予算額（単位：万円）◇

総 務 費 8,267

事 業 費 3 億 　345

公 債 費 8 億 8,033

予 備 費 6

計 12 億 6,651

　本会計は各家庭のトイレの水洗化
等によるさわやかな生活を促し、環
境と水質を守り美しい自然・きれい
なまちづくりを進めています。
　本年度は、昨年度に引き続き未普
及地域の管渠整備を進めるほか、老
朽化した下水処理場の脱臭設備と監
視制御設備の更新を行い、施設の適
正な管理と水洗化の普及促進に努め
ていきます。新年度予算は、前年度
に比べ 1,476 万円（1.2％）の減
となっています。

特別会計予算の概要
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◆企業会計（水道事業）

 平成２７年度   水道事業の主な仕事と予算のお知らせ

　本会計は、町民の皆さんに水道水を供給する事業であり、公営企業として事業に要する経費等の大部分は皆

さんからの「水道料金収入」で賄われています。

　新年度予算（総支出額）は、梅川地区簡易水道施設統合整備工事の完了により、資本的支出の建設改良費が

減ったため、前年度に比べ 4,482 万円（4.0%）の減額となっています。

◇総収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

収 益 的 収 入 資 本 的 収 入

営 業 収 益 5 億 7,874 出 資 金 1,882

営 業 外 収 益 1 億 1,027

合 　 　 　 計 6 億 8,901 合 　 　 　 計 1,882

総 収 入 7 億　 783

◇総支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

収 益 的 支 出 資 本 的 支 出

営 業 費 用 5 億 6,689 建 設 改 良 費 7,004

営 業 外 費 用 1 億 4,860 企業債償還金 2 億 8,095

特 別 損 失 100

予 備 費 10

合 　 　 　 計 7 億 1,659 合 　 　 　 計 3 億 5,099

総 支 出 10 億 6,758

※総収入と総支出の差額（約３億 6 千万円）は、本年度の収益的支出中、「営業費用」に現金支出が伴わない

　もの（減価償却費等：約３億１千万円）が含まれていることと、前年度からの繰越金等で補てんしています。

※収益的収入・支出とは、水道料金などの収入と、水道水をつくるための経費や施設の維持管理などの経費です。

※資本的収入・支出とは、水道施設整備をするための財源と経費です。

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼

◎平成２７年４月から国民年金保険料が月額１５，５９０円に変更になります。

保険料が変わります

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

●口座振替で…口座振替は手間がかからず、納め忘れ
　を防ぐことができます。
※通帳、金融機関届出印、基礎年金番号のわかるもの
　（年金手帳や納付書）をお持ちの上、金融機関また
　は役場へお申込みください。
●金融機関、コンビニの窓口で…日本年金機構から送
　付される納付書を使い、各窓口で納付する方法です。

●クレジットカードで…役場または年金事務所へお申
　込みください。　
※口座振替・クレジットカード納付の申込用紙は、日本
　年金機構のホームページからダウンロードできます。
　　http://www.nenkin.go.jp/
★前納制度…納付方法により割引額は異なりますが、　
　６か月や１年分を前納することにより適用されます。

■平成２７年度分の『学生納付特例』申請を４月から
   受付いたします。
  学生の方が、保険料を納めることが困難な場合、保
　険料の納付を後払いできる制度です。
●対象者…大学、短大、高等学校、専門学校、各種学
　校等に在学する２０歳以上の学生。ただし、前年所
　得が１１８万円以下の方。

●手続きに必要な書類等…印鑑、年金手帳、学生証ま
　たは在学証明書
※なお、申請は年度ごと（毎年）に必要です。この制
　度は２５か月前まで遡って申請できますので、申請
　をお忘れの方はこの機会にご利用ください。
■承認されると…１０年以内の期間であれば追納する
　ことができます。

保険料の納め方

学生の方へ

● ○  指定管理者が決定しました  ○ ●
施　設　名 指　定　管　理　者 施　設　担　当　課

余市町観光物産センター

「エルラプラザ」

余市町黒川町５丁目４３番地

株式会社余市振興公社
商工観光課

◆指定期間　平成２７年４月１日から平成３０年３月３１日まで

◆問 合 せ　商工観光課　☎２１－２１２５
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● ○  国民健康保険・後期高齢者医療のお知らせ  ○ ●
◎ 国民健康保険証の手続きをお知らせいたします
　就職や進学または定年退職など、生活に大きな変化がある時期です。それにともなって国民健康保険の各種

手続きが必要となる場合がありますのでお知らせします。

　国民健康保険は、本来お住まいの市町村で加入いただくものですが、進学により町外へ転出する場合は、引

き続き家族と一緒の余市町の国民健康保険に加入することができます。該当の方は次の書類を役場まで持参し

てください。

・学生証または在学証明書（合格通知は使用できませんので注意ください）

・印かん（スタンプ印は不可）

・国民健康保険証

※保険証の交付を受けるのは、学生の期間に限ります。事情により学生の身分に異動があるときは必ずお知ら

　せください。また、引き続き在学している事を確認するため、保険証の有効期間は 1 年ごととしています

　ので、毎年 4 月に更新手続きをお願いします。卒業時も脱退の手続きが必要です。

◎進学して町外へ転出する方へ

◎ 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料を年金からお支払いされている方へ

国民健康保険を脱退する手続きが必要な場合 国民健康保険に加入する手続きが必要な場合
就職して新しく会社の健康保険に加入したとき 退職して職場の健康保険を任意継続しないとき

町外に転出するとき 転入された方で、前市町村でも国民健康保険に加入していた方

生活保護が開始したとき 出生したとき（親が国民健康保険に加入している）

死亡したとき

※結婚して氏名が変更になる場合や、町内で住所が変わる場合も、変更の届出が必要となります。

年金天引きによる納付 口座振替による納付
　年金支給月（年 6 回）に自動的に年金から天引き
となります

　各納期限（7 月から 2 月まで）に指定された金融機
関より振替となります

　4 月からは平成 27 年度分として保険税（料）が仮徴収されます。４月・６月・８月に徴収される保険税（料）

は 2 月徴収額と同額となります。７月に確定した年間の保険税（料）を通知いたします。

　４月から初めて年金から天引きになる方には、お知らせの通知をお送りします。

　なお、年金天引きをしている方で、納付方法を口座振替に変更したいという方はお申出ください。口座振替

に変更した上で、年 8 回での納付となります。年金天引きから納付書納付への変更はできませんのでご了承

ください。

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１－２１２１

　町では、平成２３年１１月より小型の電子・電気機器やその他付属品等を町内各所に設けた回収ボックスに

おいて、無料で回収しリサイクルを行っております。

　ごみの減量化・再資源化のためご協力をお願いします。

※回収ボックス投入口 ( ３０㎝×３０㎝ ) に入る大きさのものに限ります。
◆廃棄するときの注意事項
　○家電リサイクル法の対象機器（ブラウン管テレビ、液晶・プラズマテレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、

　　衣類乾燥機）は対象外です。

　○ビデオテープ、カセットテープ、ＣＤ、ＤⅤＤ、ブルーレイディスクなどの記録媒体は対象外です。

　○パソコンのデータや携帯電話のメモリーなどの個人情報は確実に処理されますが、データを消去してから

　　廃棄してください。

　○回収ボックスへの持ち込みは、各施設開館時間内でお願いします。

◆回収ボックス設置一覧

■□小型電子・電気機器回収のお知らせ□■

施　　設　　名 住　　　　　所 電話番号

役場　１階ホール 朝日町２６番地 ２１－２１１８

中央公民館 大川町４丁目１４３番地 ２３－５００１

福祉センター　１階ホール 富沢町５丁目１３番地 ２２－６２２８

◆問合せ　環境対策課 廃棄物対策グループ　☎２１－２１１８
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　最近、犬や猫の飼育に関するご近所同士のトラブルが発生しております。

　犬や猫を飼育する場合は、ルール・マナーを守って次のことに注意し、住み良い町づくりにご協力願います。

○●犬・猫の飼い主の皆様へ●○

●犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう。
　生後 91 日以上のすべての犬に「登録」と「狂犬病予防注射」が法律で義務付けられています。

　・「登録」は犬の生涯に１度必要です。役場環境対策課窓口で受けましょう。登録時に鑑札・犬門票を交付

　　します。

　・「狂犬病予防注射」は１年に１回必要です。集合注射（春・秋に実施）、または動物病院で受けましょう。

　　注射済票を交付します。

※交付された鑑札・注射済票は首輪等に着けて万一迷子になった場合に備え、犬門票は飼育場所に掲示しま　

　しょう。また、登録犬の死亡や、所在地、所有者に変更があった時は必ず届出を行ないましょう。

●犬のけい留をしっかりしましょう。　

　犬の放し飼いは、条例で禁止されています。

　他人に恐怖心をあたえたり、咬みつき事故を起こしたり、迷子、交通事故等の原因

とならないよう、犬のけい留をしっかりして事故の防止に努めましょう。

●フンの後始末をしましょう。
　犬が散歩時にフンをした場合、飼い主は必ずビニール袋等に入れてフンを持ち帰り、

責任をもって処理をしましょう。

●野良猫へのエサやりはやめましょう。
　飼い主とみなされ飼い主責任を問われることがあります。

　また、放し飼いにされた猫がするフンや尿によって、近隣住民に迷惑がかかりトラブル

となるケースがあります。猫は室内で飼うようにしましょう。

◆問合せ　環境対策課 環境衛生グループ　☎２１－２１１８

改正パートタイム労働法・改正次世代法施行！
＝平成 27 年 4 月 1 日＝

●パートタイム労働者の公正な待遇の確保
　①正社員と差別的取り扱いが禁止されるパートタイム労働者の対象範囲の拡大（法第９条）

　②「短時間労働者の待遇の原則」の新設（法第８条）

　③職務の内容に密接に関連して支払われる通勤手当は均衡確保の努力義務の対象（施行規則第３条）

●パートタイム労働者の納得性を高めるための措置
　①パートタイム労働者を雇い入れたときにおける雇用管理の改善措置内容の説明の義務化（法第１４条第 1 項）

　②パートタイム労働者からの相談窓口の設置と雇い入れ時の「相談窓口」の文書等での明示義務

　　（法第１６条、施行規則第２条）

　③説明を求めたことによる不利益取り扱いの禁止（指針第３の３の（２））

　④親族の葬儀などのために勤務しなかったことを理由とする解雇は適当ではないこと（指針第３の３（３））

●パートタイム労働法の実効性を高めるための規定の新設
　①厚生労働大臣の勧告に従わない事業主の公表制度の新設（法第１８条第２項）

　②報告の拒否・虚偽の報告をした事業主に対する過料の新設（法第３０条）

＜パートタイム労働法の改正ポイント＞　

＜次世代法の改正ポイント＞　
●法律の有効期限が１０年間延長（平成２６年４月２３日施行）

　引き続き平成３７年３月３１日までの間、一般事業主行動計画の策定、周知公表、届出について、従業員

１０１人以上の企業においては義務、１００人以下の企業においては努力義務となる。

●新たな指針に沿った一般事業主行動計画の策定
　（指針の追加内容）

　①非正規雇用の労働者が取り組みの対象であることを認識の上、取り組みを進めていくことが重要であること

　②男性の子育てに関する制度の利用促進に係る取り組みや、働き方・休み方の見直しに資する取り組みを

　　進めることが重要であること

　③計画の実施状況の点検にあたり、ＰＤＣ A サイクルを確立することが重要であること

　④育児休業に関する規定を整備し、労働者の休業中の待遇や休業後の労働条件について労働者に周知すること

●認定制度の変更
　①現行の認定制度において、男性の育児休業に係る中小企業特例の拡大や女性の育児休業に係る基準を変更

　②新たにプラチナくるみん認定制度を創設

　③くるみん認定企業が受けられる税制優遇措置の３年間延長と内容の見直し

◆問合せ　商工観光課 商工労政グループ　☎２１－２１２５
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「介護予防教室」の参加者とボランティア・サポーターを募集します

◆内　　容　地域に住む高齢者の介護予防や閉じこも 

り予防を目的とした教室で、運動機能や

口腔機能の向上、栄養改善などの介護予

防に向けた学習等を行い、在宅生活の継

続を支援します。また、季節行事や記念

に残る作品作り、バス等で買物やドライ

ブに出かけるなど、楽しみながら活動で  　　　　　 

きる内容としています。

◆対 象 者　６５歳以上の町民の方で、介護予防と閉

　　　　　じこもり予防を目的としたいきいきふれあ

　　　　　い教室の趣旨を理解して参加していただけ

　　　　　る方

◆定　　員　約 40 名

◆開催期間　平成 27 年４月～平成 28 年３月まで　

　　　　　　（12 か月間）　24 回開催

◆開催曜日　月２回（ほぼ隔週）の火曜日または水曜日

　　　　　　午前 11 時～午後２時 30 分

◆開催場所　主に、かるな和順（送迎あり）

◆費　　用　１回 500 円（昼食を希望される方は

　　　　　　別途 500 円）

　いくつになっても若々しく元気で過ごしたい・・・と、お考えの６５歳以上のための介護予防教室を開
催します。その参加者と、お手伝いをしてくれるボランティア・サポーターを募集します。

★「いきいきふれあい教室」

★「プールウォーキング教室」

★「地域まるごと元気アッププログラム運動教室」

◆内　　容　水泳協会指導のもと、プールでウォーキ

　　　　　ングをすることで、水の抵抗により筋肉に

　　　　　自然な負荷がかかるため、自分のペースで

　　　　　ゆっくり歩くだけで、脂肪を燃やすだけの

　　　　　充分な運動ができ、筋肉も鍛えられます。

◆対 象 者　65 歳以上の町民の方で、毎週１～２回

　　　　　　１時間程度の教室への参加が可能な方

◆定　　員　各曜日２０名　

　　　　　　  ※定員になりしだい締切ります。

◆開催期間　平成 27 年５月～ 10 月まで（６か月間）

　　　　　　４８回開催

◆開催曜日　毎週水・土曜日

　　　　　　　午前 10 時 30 分～１時間程度

◆開催場所　温水プール

◆費　　用　１回 100 円（入場料込）

☆ボランティア・サポーター募集

　この教室の運営を手伝ってくださるボランティア・

スタッフとしてサポーターを募集します。　

◆対 象 者　おおむね 60 歳までの町民の方で高齢者

　　　　　　の心身の健康増進に理解のある方

◆活動日時　平成 27 年５月～ 10 月までの毎週水・

　　　　　   土曜日

　　　　　　午前 10 時～ 2 時間程度

◆活動場所　温水プール

◆活動内容　参加者への見守りや

　　　　　　歩行補助等

≪介護予防教室参加者及びボランティア・サポーター申込≫
◆申込方法　　　　　　　　　電話または申請書により下記までお申込みください。なお、介護予防教室の参

　　　　　　　　　　　　　　加申込みは毎年度必要となります。

◆申請書設置及び申込受付　　役場（高齢者福祉課窓口）                   　  　　　 ☎２１－２１１９

　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（フルーツ・シャトー内）　 ☎４８－６０１５

　　　　　　　　　　　　　　在宅介護支援センター（かるな和順内）　　　　　 ☎２２－３１１５

◆内　　容　基礎体力に合った運動プログラムに楽し

　　　　　く参加することで、体力や筋力の向上を図

　　　　　ることができます。

　　　Ａクラス：いすに座ったままできる軽い体操

　　　Ｂクラス：体重を支え、バランスを保つための

　　　　　　　　軽い運動

　　　Ｃクラス：屋内等でのウォーキングやニュー

　　　　　　　　スポーツ

◆対 象 者　65 歳以上の町民の方

◆定 員　各クラス 20 名程度

◆開催期間　平成 27 年４月～平成 28 年３月まで　

　　　　　　（12 か月間）　48 回開催

◆開 催 日　毎週金曜日

　　　　Ａクラス：午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　Ｂクラス：午後 1 時～ 2 時

　　　　Ｃクラス：午後 2 時 30 分～ 3 時 30 分

◆開催場所　Ａクラス：中央公民館

　　　　　　Ｂ・Ｃクラス：勤労青少年ホーム

◆費 用　1 か月 500 円
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開園場所 募集区画 １区画当たりの面積 １区画の料金 開園期間
山田市民農園

（山田町 577 番地）
６５区画 ５０㎡（約１５. ０坪） ５, ０００円

５月中旬から
１０月末まで

登市民農園
（登町 1939 番地 1）

４区画 ６６㎡（約２０. ０坪） ６, ６００円

１６区画 ６７㎡（約２０. ３坪） ６, ７００円

３６区画 ６８㎡（約２０. ６坪） ６, ８００円

１２区画 ８８㎡（約２６. ７坪） ８, ８００円

２８区画 ８９㎡（約２７. ０坪） ８, ９００円

※利用者サポート事業として、目で見てわかりやすいように町がモデル
　野菜栽培園の運営を行います。
※開園期間中の土、日等に野菜栽培に対応可能な職員を配置します。

※耕起・堆肥は実施済みです。
◎申込み時期及び方法等
　４月１日（水）から 4 月１3 日（月）まで 電話または FAX で申込みください。（土、日、祝日を除く）
　（1）募集区画を上回る場合は、抽選とします。
　（2）募集区画に満たない場合は、次のとおりです。
　　　①昨年と同じ区画場所を希望する方は同じ区画を利用できます。
　　　②１名２区画まで利用できます。
         ③登市民農園については、個人・団体・グループでの利用も可能です。 
◎申込み　農村活性化センター（メッセ・アップルドリーム）
　　　　　　　　　　　　　☎２３―５５６８　／　FAX ２３―２１８９
　　　　　農林水産課　　　☎２１―２１２３　／　FAX ２１―２１４４

 余市町市民農園 利用者募集

～山田・登市民農園案内図～

　山田市民農園と登市民農園の２地区開設いたします。
　自家用野菜・花の栽培、家族そろっての生きがいづくり、児童・生徒の体験学習などに市民農園
を利用されますようお願いいたします。
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ファイターズ応援大使からお返しギフト！
　北海道日本ハムファイターズから応援大使直筆サイン色紙が贈られ、広報

2 月号折込でお知らせしました女性限定企画、「北海道日本ハムファイターズ

余市町応援大使　中村　勝選手・北　篤選手にバレンタインチョコを贈りませ

んか！？」にご応募いただいた皆様にお届けしました。

　プロ野球 2015 シーズンがいよいよ開幕しました。

　優勝を目指し、応援大使の２選手そしてファイターズを応援していきましょう！

◆問合せ　企画政策課 政策グループ　☎２１－２１４２　
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＜入居資格者＞
 ・現在、余市町に住所または勤務先（勤務予定でも可）のある方。

 ・2 人以上の家族（婚約者も含む）で入居する方。

  　（定められた条件を満たしている方は、特定の住宅に限り単身入居可能）

・申請時と入居時に連帯保証人がいる方。（連帯保証人は原則として余市町在住の方）　

・余市町に納付する税金及び公課金を滞納していないこと。（連帯保証人も同様）

・定められた収入基準であること。（世帯の所得月額控除後が 15 万 8,000 円以下の方、

　但し、小学校就学前の子どものいる世帯については 21 万 4,000 円以下とする）

・入居時に敷金を納入できる方。（決定家賃の 2 か月分）

・申込者（同居する者を含む）が暴力団員でないこと。

＜申込期間＞４月２日（木）～４月１０日（金）　＜入居決定＞４月下旬

＜募集団地概要＞

町営住宅の入居申込を受付します

団   地   名 建 設 年 度 所  在  地 形 式 戸 数 備　考

改良住宅 昭和 45 年度 大川町 12 丁目 2 番地 ２ＤＫ 1 単身可

改良住宅 昭和 46 年度 大川町 12 丁目 2 番地 2 ＤＫ 2 単身可

栄団地 昭和 62 年度 栄町 254 番地 3 ＬＤＫ ２

大浜中団地 昭和 62 年度 栄町 458 番地 3 ＬＤＫ １

黒川中央団地 昭和 62 年度 黒川町６丁目４番地 3 ＬＤＫ 1

共栄団地 昭和 58 年度 黒川町 17 丁目 4 番地 1 3 ＬＤＫ １

黒川団地 平成 3 年度 黒川町 880 番地 ２ＤＫ 1 高齢者専用世帯

黒川団地 平成 3 年度 黒川町 880 番地 2 ＬＤＫ 1

美園団地Ａ棟 平成 7 年度 美園町 16 番地 ２ＤＫ 1 高齢者専用世帯

白樺団地（平屋建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地 ３ＤＫ 2

白樺団地（２階建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地 ２ＤＫ 1

白樺団地（２階建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地 ３ＤＫ 6

余市川団地 昭和 55 年度 山田町 108 番地 6 ３ＤＫ 1

山田団地 昭和 53 年度 山田町 392 番地 1 ３ＤＫ 1

山田団地 昭和 61 年度 山田町 393 番地 3 ＬＤＫ 1

沢町団地 昭和 54 年度 沢町 4 丁目 50 番地 ３ＤＫ 2

梅川団地（平屋建） 昭和 51 年度 梅川町 376 番地 3 ３ＤＫ 8

梅川団地（平屋建） 昭和 52 年度 梅川町 376 番地 3 ３ＤＫ 3

梅川団地（２階建） 昭和 48 年度 梅川町 372 番地 8 ３ＤＫ 1

梅川団地（２階建） 昭和 48 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 3 単身可

梅川団地（２階建） 昭和 49 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 5

梅川団地（２階建） 昭和 49 年度 梅川町 372 番地 8 ３ＤＫ 2

梅川団地（２階建） 昭和 49 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 1 単身可

※昭和45年度改良住宅（2DK・1戸）、昭和46年度改良住宅(2DK・2戸)、昭和48年度梅川団地2階

　建（2DK・3戸）、昭和49年度梅川団地2階建（2DK・1戸）は、単身入居可能住宅で、単身の入居資

　格は、昭和31年4月1日以前に生まれた方等。

※黒川団地（2DK・1戸）、美園団地A棟（2DK・1戸）は高齢者専用世帯（60歳以上）住宅。

※以上が平成27年4月1日現在の募集住宅ですが、入居申込受付開始日までに空家が出た場合は、追加で入

　居者を募集することがあります。

＜入居可能収入＞

収入基準
家　族　数　（収入例　就労者１人の場合の年収）

２　人 ３　人 ４　人 ５　人

月額 15 万 8 千円以下 3,511,999 円以下 3,995,999 円以下 4,471,999 円以下 4,947,999 円以下

◆問合せ　まちづくり計画課 公営住宅係　☎２１－２１２４



　大規模災害などが発生し、又は発生のおそれがある場合には、迅速かつ円滑な災害応急対策の実施が重要で

あり、東日本大震災等の災害では、甚大な被害が発生し人命救助や被災者支援などの救援救助活動において自

衛隊が重要な役割を果たしました。

　このようなことを踏まえ、平時から自衛隊との連携強化を図るため、この度、小樽市、積丹町、古平町、仁

木町、赤井川村及び余市町と北後志地域を災害派遣活動の担任区域としている陸上

自衛隊第１１旅団第１１特科隊との間で、「大規模災害時等の連携に関する協定」を

締結いたしました。協定の内容は、防災情報の共有などの平時における連携、災害

発生時の連絡体制などの初動における連携、派遣規模や費用負担などの災害応急対

策における連携に関する事項です。

　今後は、協定締結市町村とも協力し、自衛隊とのさらなる連携強化を図り、防災

対策の整備について取り進めていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《協定締結式の様子》

◆問合せ　企画政策課 防災グループ　☎２１－２１４２　　　　　　　
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　　　　　　陸上自衛隊第１１旅団第１１特科隊と
　　　　　　　　「大規模災害時等の連携に関する協定」を締結

平成２７年４月１日よりフロン排出抑制法が施行されます
　オゾン層の破壊と地球温暖化の原因となるフロン類の排出抑制を一層強化するため、「フロン排出抑制法」（改

正フロン法）が４月１日より施行されます。業務用冷凍冷蔵・空調機器をお使いの事業者の方には、フロン類

の漏えい防止のための適切な設置、点検、故障時の迅速な修理などが義務づけられます。

　制度の詳細は、環境省ホームページ（http://www.env.go.jp/seisaku/list/ozone.html）をご覧ください。

◆問合せ　北海道後志総合振興局環境生活課　　☎０１３６―２３―１３５２

　　　　　北海道環境生活部地球温暖化対策室　☎０１１―２０４―５１８９

　縦覧は、「土地・家屋価格等縦覧帳簿」により町内の他の土地・家屋の評価額をご覧いただき、自己の
所有する土地・家屋の評価額が適正であるかどうかを確認していただく制度です。
　閲覧は、「固定資産課税台帳」により固定資産税の課税内容を確認していただく制度です。

縦覧できる人 ・固定資産税の納税者本人または代理人　
・納税者と同居の親族　
・納税管理人

お持ちいただくもの 納税者等ご本人であることを確認できるもの（運転免許証など）
※代理人の場合は委任状が必要になります。

閲覧できる人 ① ・固定資産税の納税義務
　者または代理人
・納税義務者と同居の親族
・納税管理人

納税義務者本人の課税台帳を閲覧できま
す。

② 借地人、借家人等 賃貸借契約などの対象となっている土地・
家屋の課税台帳を閲覧できます。

③ 固定資産の処分をする権
利を有する方

当該権利のある土地・家屋の課税台帳を閲
覧できます。

お持ちいただくもの ・納税義務者等ご本人であることを確認できるもの（運転免許証など） 
　※代理人の場合は委任状が必要になります。
・法人の場合は、代表者印を押印した申請書または委任状
・上記②，③の方は、権利を有することがわかるもの（賃貸借契約書・不
　動産登　記簿など） 

 固定資産税にかかる縦覧・閲覧ができます

★閲覧「固定資産課税台帳」

★縦覧「土地・家屋価格等縦覧帳簿」

◆期 間　4 月 1 日（水）から 5 月 25 日（月）まで（土・日・祝日除く）
◆時 間　午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分まで
◆場 所　余市町役場 1 階　税務課 課税グループ
◆問合せ　税務課 課税グループ　☎２１―２１１５

☆★町が管理する都市公園の遊具の点検を実施します★☆
　町では、公園を安心安全に利用していただくため、雪解けにあわせて遊具の安全点検を実施しております。

　なお、点検により部分的な補修等が必要な場合には、使用禁止等の安全措置を行なう場合がありますので、

公園を利用される方々には、ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

◆問合せ　建設課 建設管理グループ　☎２１－２１２７
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　「マッサン」の撮影、余市町で完結

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５

　　　　　ホームページ　http://massanyoichi.com

  ◇平成２６年度後期 連続テレビ小説「マッサン」は３月２８日に放送終了しました◇
　町民の皆様の応援ありがとうございました。

　「マッサン」の撮影は 2 月 19 日に大阪でのスタジオ収録が終了（クランクアップ）、その後、最後のロ

ケが 2 月 22、23 日の両日、余市町において行われました。　

　町民エキストラ 10 名も出演し撮影が進行しましたが、最後は、ニッカウヰスキー余市蒸溜所にある旧事

務所内での撮影をもって全ての撮影が終了（オールアップ）しました。

　応援推進協議会では、23 日の最後のシーンを撮り終えた後、主役の玉山鉄二さん（マッサン役）とシャー

ロット・ケイト・フォックスさん（エリー役）、チーフプロデューサーの櫻井賢さんの三人に花束を贈り、

さらに主役のお二人には記念品として余市町の風景写真のパネルに、お二人への心からの感謝の気持ちと共

に余市町のことをいつまでも心に刻んでいただきたいという願いから、「マッサンとエリーのふるさと余市

町から愛と感謝をこめて」という和英のメッセージを入れて贈りました。（贈呈の模様は今号の表紙に写真

を掲載しています）また、22 日には、漁協女性部の皆様のご協力で、撮影スタッフの皆様へ余市特産の糠

ニシンを使った三平汁の差し入れを行い大変喜んでいただきました。

マッサン通信

「マッサン」のスピンオフドラマが放送されます
　「マッサン」の番外編となるスピンオフドラマがＮＨＫの制作で下記のとおりＢＳプレミアムで放送され

ることになりました。前編、後編の２本立てで、特に後編は余市町が舞台になります。

　○前編　「すみれの家出～かわいい子には旅をさせよ～」　

　　放送日時　４月２５日（土）午後８時～９時

　○後編　「たそがれ好子～女３人寄れば姦（かしま）しい」

　　放送日時　５月　２日（土）午後８時～９時

　◆いずれも NHK －ＢＳプレミアムで放送

※スピンオフとは
　映画やドラマなどの外伝（メイン - ストーリーから漏れたエピソード）として作られる作品です。

ホワイト・イルミネーションが終了しました
　昨年 12 月 23 日から駅前で実施しましたホワイト・イルミネーションは、3 月 28 日で冬期間の点灯を

終了いたしました。来冬も 12 月に再開する予定です。

余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）
による空間放射線量率の測定データを公表いたします。
　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、
通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ
Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

日付ごとの測定結果については、余市町
ホームページでご覧いただけます。

測定日：2 月 19 日～ 3 月 20 日
最高値：42 ｎＧｙ／ｈ
最低値：20 ｎＧｙ／ｈ
平均値：25 ｎＧｙ／ｈ
　※空間放射線量率は平常レベルです

放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。
　　　（企画政策課　☎２１―２１４２）

　 パブリックコメントの結果について
　「（仮称）余市町子どものいじめ防止条例（素案）の概要」についてパブリックコメントを実施した（１

月 9 日～ 2 月 9 日）ところ、町民１名の方から２件のご意見が寄せられました。貴重なご意見ありがとうご

ざいました。寄せられたご意見につきましては、今後の施策の参考にさせていただきます。

　また、寄せられたご意見の内容と、ご意見に対する余市町の考え方につきましては、余市町ホームページに

公表するとともに、役場庁舎、中央公民館、図書館、福祉センターに掲示しておりますのでご覧ください。

　なお、条例につきまして制定後、余市町ホームページで公表します。

◆問合せ　教育委員会 学校教育課　☎２１－２１３８
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余市宇宙記念館からのお知らせ

◆問合せ　余市宇宙記念館（☎２１－２２００）　ホームページ http://www.spacedome.jp

　余市宇宙記念館は、4 月 18 日（土）から一般観覧開館となります。宇宙の最新情報を展示パネルや職員の

解説により、わかりやすくご説明します。

　「おもしろ宇宙教室」は、５月より開始します。

【休館日のお知らせ】　４月２0 日（月）・２７日（月）

◆４月の行事◆

◆申込み期間　４月１日（水）～１５日（水）　
◆申込み・問合せ　商工観光課　☎２１－２１２５  ※詳細は、余市町ホームページをご覧ください。

★余市宇宙記念館「館内案内パンフレット」　及び「ＰＲパンフレット」に掲載する広告を募集します。

★皆既月食観測会★

日時　４日（土）

　　　午後７時～９時３０分

場所　宇宙記念館裏

　　　道の駅第２駐車場横

★宇宙食試食会★

期間　25 日（土）、26 日（日）

　　　29 日（水・祝）

時間　①午前１０時

　　　②午後　３時

平成 27 年度  温水プール開館のお知らせ

●開館時間等
　平日（火～金曜日）　午後１時 30 分～午後８時 30 分（７、８月は正午からの開館となります。）

　土曜日　　　　　　  午前９時～午後８時 30 分

　日曜・祝日　　　  　午前９時～午後５時

　休館日　毎週月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の時は火曜日。なお７月、８月の休館日はありません。）

～本年度の開館は４月７日（火）からとなります～

▲水泳教室参加者募集のお知らせ ▽ 
～一般成人対象水泳教室～

☆歩く水泳の集い
　（ウォーキングを中心とした水中運動教室）
◆開催日　５月 14 日～ 11 月末まで

◆時　間　午後７時～７時 45 分

　※参加料は無料ですが入館料はお支払いください。

☆水泳初心者の集い
　（初心者を対象とした水泳教室）
◆開催日　５月 19 日～ 11 月末まで

　　　　　毎週火曜日（休館日、祝日を除く）

◆時　間　午後７時～７時 45 分

　※参加料は無料ですが入館料はお支払いください。

※上記以外（小学生等）水泳教室については５月号広報で
　お知らせします。
◆問合せ・申込み　余市水泳協会（余市温水プール内）

　　　　　　　　　（大川町９丁目３番地） ☎２３－６０３０

　町では国勢調査業務に従事してくださる調査員を募集

しています。　詳細は下記まで問合せください。

◆問合せ　企画政策課 広報広聴係　☎２１－２１４２
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健康と暮らしの情報（４月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１ 0 か 月 児 健 診 H26 年 6 月生まれ 9 日（木）
受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

３ 歳 児 健 診 H23 年 11 月生まれ １０日（金）

マ マ さ ん 交 流 会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

１4 日（火） 10：00 ～ 12：00 中央公民館

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 H25 年９月生まれ １6 日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

ニコニコたまご教室
（楽なお産をするために）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

２3 日（木） 13：30 ～ 15：30
中央公民館

（申込先）保健指導グループ
☎２１―２１２２

４ か 月 児 健 診 H26 年 12 月生まれ ２8 日（火）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心 の 健 康 相 談
４月　9 日（木）

５月　7 日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　 ２0 日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談下さい。

健 康 相 談  　　２1 日（火） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場 15 日（水）までに予約必要

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 8 日（水）、22 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １７日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

　６日（月） 13：30 ～ 14：30

１５日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２1 日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、

　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号

       5日（日） 黒川町整形外科クリニック 22-2447

 12日（日） 森内科胃腸科医院 32-3455

   19日（日） よいちクリニック 21-4570

   26日（日） よいち整形外科クリニック 48-5000

    29日（水） 脳神経外科よいち港南クリニック 21-5566

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診してください。
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所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
国
税
専
門
官
募
集
〉

◆
受
験
資
格

　

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
6
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な

　
　

ど
別
に
定
め
る
者

◆
申
込
期
間

　

（
受
付
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

の
申
込
み
と
な
り
ま
す
）

　

４
月
１
日

（水）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

4
月
13
日

（月）
受
信
有
効

◆
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.  

   g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

◆
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験　

６
月
７
日

（日）

　

【
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験
】

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　
　
　
　
　
　

６
月
30
日

（火）

・
第
２
次
試
験　

７
月
14
日

（火）
～
22

　

日
（水）
の
う
ち
指
定
す
る
日

　

【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】

・
最
終
合
格
者
発
表　

８
月
25
日

（火）

◆
問
合
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２

　

課
採
用
担
当
（
☎
011
―
231
―
５
０
１
１

　

内
線
２
３
１
５
）
ま
た
は
余
市
税

　

務
署
（
☎
22
―
２
０
９
３
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

地
震
に
対
す
る
日
常
の
備
え 

○
地
震
時
の
行
動

・
揺
れ
を
感
じ
た
り
、
緊
急
地
震
速

報
を
受
け
た
時
は
、
身
の
安
全
を
最

優
先
に
行
動
す
る
。

・
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、
物
が

「
落
ち
て
こ
な
い
」
「
倒
れ
て
こ
な
い
」

「
移
動
し
て
こ
な
い
」
空
間
に
身
を

寄
せ
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
様
子

を
見
る
。

○
地
震
直
後
の
行
動

・
火
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
揺
れ
が

お
さ
ま
っ
て
か
ら
、
慌
て
ず
に
火
の

始
末
を
す
る
。

　

出
火
し
た
時
は
、
落
ち
着
い
て
消

火
す
る
。

・
屋
内
で
転
倒
、
落
下
し
た
家
具
類

や
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
に
注
意
す
る
。

　

窓
ガ
ラ
ス
、
看
板
な
ど
が
落
ち
て

く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
外
に
飛
び
出

さ
な
い
。　
　

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
時
に
、
避
難

で
き
る
よ
う
出
口
を
確
保
す
る
。

○
地
震
後
の
行
動

　

沿
岸
部
で
、
大
き
な
揺
れ
を
感
じ

た
り
、
津
波
警
報
が
出
さ
れ
た
時
は
、

高
台
な
ど
の
安
全
な
場
所
に
素
早
く

避
難
す
る
。

☆
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

４
月
下
旬
に
春
の
全
道
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
行
事
等
の

開
催
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特

定
の
業
者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た
り
、

新
品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）
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=　募集・お知らせ　=

北
海
道
知
事
選
挙
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

　

あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に

　
　
　

棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

余
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
・
余
市
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

投　票　日

４月１２日 （日）

　札幌法務局小樽支局及び小樽人権擁護委員協議会では、土・日・祝日を除く
毎日、「人権困りごと相談所」を開設しています。
　いじめや体罰、高齢者・障がい者に対する虐待や嫌がらせ、女性に対する暴
力など、様々な人権に関する困りごとについて、法務局職員や人権擁護委員が
解決に導きます。
　相談は無料で，秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。
◆場所　札幌法務局小樽支局内　　小樽市港町５番２号
◆日時　土・日・祝日を除く毎日　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　（人権擁護委員による相談は，毎週火～金曜日 午前９時～午後４時）
◆電話　０１３４－２３－３０１７

「人権困りごと相談所」のお知らせ

〈
余
市
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

  　
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
〉   

　

余
市
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容　

月
例
大
会
、
宿
泊
を

　

伴
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
温
泉
巡
り

　

の
旅
行
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
、

　

各
種
大
会
の
紹
介

※
入
会
金
等
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

余
市
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

嶋
田　

剛

　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
４
３
５
３
）

〈
そ
ば
打
ち
体
験
を

　
　
　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
〉

　

「
余
市
手
打
ち
そ
ば
愛
好
会
」
は
、

毎
月
２
回
、
例
会
や
そ
ば
打
ち
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
打
ち
を
楽
し
み
た
い
方
、
技

術
を
磨
き
た
い
方
、
そ
ば
打
ち
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

４
月
13
日

（月）

　
　
　
　

午
後
3
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
時
間
程
度

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
参
加
料　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
打
っ
た
そ
ば
は
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。
ま
た
、
試
食
会
も
実
施
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

　

ま
た
は
金
澤
（
☎
22
―
７
２
６
３
）

子
育
て
親
子
サ
ー
ク
ル

　
　

「
ぷ
れ
プ
レ
」
の
お
さ
そ
い

　

０
歳
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
お
子
様

と
お
母
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
を
リ
タ
幼

稚
園
「
プ
レ
イ
サ
ー
ク
ル
」
の
お
部

屋
を
開
放
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

５
月
12
日

（火）
よ
り
毎
週
火

　

曜
日
・
午
前
10
時
30
分
～
12
時
頃

◆
場
所　

リ
タ
幼
稚
園

◆
問
合
せ　

☎
22
―
３
４
３
０

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
会

　

４
月
11
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

４
月
22
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
お
り
が
み
の
会

　

４
月
26
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
ボ
ー
ル
遊
び
の
会

　

４
月
11
日

（土）　

午
後
1
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

４
月
15
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
マ
ン
カ
ラ
の
会

　

４
月
25
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

〈
平
成
27
年
度

　
　

   

母
親
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
〉   

　

母
親
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
サ
ー
ク
ル
活

動
や
研
修
会
を
通
し
て
会
員
の
親
睦

を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が

ら
地
域
に
貢
献
す
る
団
体
で
す
。

◆
サ
ー
ク
ル
内
容

　

・
テ
ニ
ポ
ン
／
・
幼
児
サ
ー
ク
ル

　

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
／
・
ク
ラ
フ
ト
の
会

　

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
・
習
字
サ
ー
ク
ル

※
こ
の
他
に
も
、
料
理
教
室
や
着
付

　

け
等
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。　

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

沢
町
児
童
館
（
☎
23
―
５
６
７
３
）

　

ま
た
は
星
野
（
☎
23
―
３
４
９
０
）

　



妊
婦
さ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
た
ま
ご
教
室

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
両
親
学
級
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
二
人

目
以
降
の
お
母
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

　

初
妊
婦
さ
ん
か
ら
は
、
「
初
め
て

の
妊
娠
で
、
不
安
や
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
今
日
の
体
験
を
通

し
て
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
「
リ

ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
や
呼
吸
法
を
知
る

こ
と
で
安
心
で
き
た
」、
二
人
目
以

降
の
妊
婦
さ
ん
か
ら
は
、
「
経
産
婦

だ
か
ら
こ
そ
、
教
室
に
参
加
し
て
い

ろ
ん
な
経
験
談
が
聞
け
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ぜ

ひ
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

上
の
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
さ
れ

る
方
も
い
ま
す
。

◆
対
象
者　

妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
程

　
　
　

４
月
23
日

（木）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
内
容

　

『
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
』
コ
ー
ス

　
　

助
産
師
と
と
も
に
、
お
産
や
妊

　

娠
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
学
び
、

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
法
や
呼
吸
法
な
ど
実

　

際
に
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
会
場　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　

（
大
川
町
４
丁
目
）

　

 ◆問合せ　保健課 保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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　　　国保特
と く て い け ん し ん

定健診を受診していただき
　　　　　　　　　　ありがとうございます！

平成２６年度の目標受診者数は１，０００人越えでした。
平成２７年 2 月現在の総受診者数は 728 人です！！

《詳細は保健課へ問合せください。》

4 月になり新たな年度がスタートしました！
○町内施設で行う集団健診と自分の都合に合わせて個人で受けに行
く検診が、6 月から実施されます。
　詳しくは、広報・チラシでお知らせいたします。

《妊婦体操の様子》

よ
い
ち
食
改

　
　
　

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー

　

元
気
に
出
産
を
迎
え
る
た
め
に

野
菜
料
理
を
御
紹
介
し
ま
す
。

■
ジ
ャ
コ
入
り
ラ
タ
ト
ゥ
ー
ユ
■

★
材
料
（
２
人
分
）　
　
　
　
　
　

　

玉
ね
ぎ　

1/4
（
約
75
ｇ
）

　

ピ
ー
マ
ン 　

１
個

　

ナ
ス　

1/2
個

　

ア
ス
パ
ラ 　

２
本

　

ジ
ャ
コ　

10
ｇ

　

ト
マ
ト　

大
1/2
個
（
完
熟
）

　

サ
ラ
ダ
油 　

大
さ
じ
1/2

　

塩
・
こ
し
ょ
う　

適
宜

★
作
り
方

①
野
菜
は
乱
切
り
に
す
る
。
フ
ラ
イ

　

パ
ン
に
分
量
の
油
を
入
れ
中
火
で

　

玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
を
し
ん
な
り

　

す
る
ま
で
炒
め
る
。
（
４
分
ほ
ど
）

②
次
に
ナ
ス
、
ア
ス
パ
ラ
、
ジ
ャ
コ

　

を
入
れ
中
火
の
弱
で
４
～
５
分
炒

　

め
る
。

③
湯
む
き
を
し
た
ト
マ
ト
を
ざ
く
切

　

り
に
し
て
②
に
加
え
て
も
う
一
度

　

炒
め
、
汁
気
が
な
く
な
る
く
ら
い

　

ま
で
炒
り
煮
を
し
て
、
塩
、
こ
し
ょ

　

う
で
味
付
け
を
し
て
出
来
上
が
り
。

※
１
人
分
の
野
菜
量　

188
ｇ　
　

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

95
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

■
カ
ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ
■

★
材
料
（
２
人
分
）

　

か
ぼ
ち
ゃ 

・
100
ｇ

　

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ　

25
ｇ

　

に
ん
じ
ん　

25
ｇ

　

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ　

23
ｇ

　

（
ベ
ビ
ー
チ
ー
ズ　

1/2
個
）

　

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト　

小
さ
じ
２

　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ 　

小
さ
じ
２
（
８
ｇ
）

　

塩 

・
こ
し
ょ
う　

少
々

★
作
り
方

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
柔
ら
か
く
茹
で
て
、

　

熱
い
う
ち
に
つ
ぶ
し
て
お
く
。

②
ア
ス
パ
ラ
、
に
ん
じ
ん
は
８
㍉
角

　

に
し
、
塩
を
少
々
入
れ
て
あ
ま
り

　

柔
ら
か
過
ぎ
な
い
よ
う
に
茹
で
、

　

冷
ま
し
て
お
く
。
チ
ー
ズ
は
小
さ

　

め
の
角
切
り
。

③
①
の
か
ぼ
ち
ゃ
に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
加
え
、
さ
っ
く
り

　

と
混
ぜ
、
②
の
材
料
を
入
れ
て
和

　

え
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え

　

て
出
来
上
が
り
。

※
１
人
分
の
野
菜
量
75
ｇ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

123
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー 

 

◎
妊
娠
中
の
不
足
が
ち
な
ビ
タ
ミ

　

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
野
菜
で
た
っ
ぷ

　

り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

★
余
市
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
★

　

 

 



 　

モ
イ
レ
山
と
切
り
通
し

　

明
治
の
末
頃
、
西
田
町
長
（
当
時
）
は
余
市
町
の

東
西
の
往
来
を
便
利
に
す
る
た
め
に
、
モ
イ
レ
山
と

現
在
の
モ
イ
レ
台
団
地
の
丘
陵
の
連
な
り
の
掘
削
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
が
行
わ
れ
た
の
は
明
治

33
（
１
９
０
０
）
年
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て

役
場
前
の
通
称
「
切
り
通
し
」
が
出
来
た
よ
う
で
す

（
『
む
か
し
・
余
市
物
語
―
』
）
。

　

沢
町
方
面
と
黒
川
町
方
面
を
往
来
す
る
道
は
、
モ

イ
レ
山
の
海
側
の
道
が
江
戸
時
代
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
道
は
崖
が
海
ま
で
連
な
っ
て
傾

斜
の
き
つ
い
峠
道
で
、
そ
こ
を
越
え
て
余
市
川
河
口

近
く
に
な
る
と
道
が
狭
く
な
っ
て
海
が
時
化
（
し

け
）
る
と
波
を
か
ぶ
る
道
で
し
た
。

　

前
掲
書
に
よ
る
と
、
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
に

も
再
び
掘
り
下
げ
ら
れ
て
、
道
幅
を
広
く
す
る
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
延
長
は
約
140
ｍ
、
最
大
で

約
3.5
ｍ
掘
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
掘
り
出
さ
れ
た
土

砂
は
登
川
（
旧
）
の
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
９
年
に
は
、
猪
俣
安
造
さ
ん
や
但
馬
八
十
次
さ
ん

ら
が
設
立
し
た
㈱
余
市
興
業
社
に
よ
る
余
市
川
埋
立
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
切
り
通
し
が
崩
さ

れ
て
、
そ
の
土
砂
が
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
に
は
い
っ
て
余
市
臨
港
軌
道
㈱
の
運
行
開
始

前
に
も
、
切
り
通
し
の
路
盤
が
１
ｍ
ほ
ど
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
の
運
行
に
は
厳
し

す
ぎ
た
傾
斜
を
ゆ
る
く
す
る
た
め
で
し
た
（
「
余
市

町
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話
‐
そ
の
４
‐
」
）
。

　

そ
の
後
、
昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
の
国
道
229
号

線
の
開
通
時
や
平
成
の
工
事
に
よ
っ
て
現
在
の
か
た

ち
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
35
年
の
地
図
を
見
る
と
、
す

で
に
細
い
道
が
役
場
前
を
通
っ
て
い
て
、
切
り
通
し
部

分
に
道
が
見
え
ま
す
が
、
道
が
あ
っ
て
も
傾
斜
が
き
つ

い
状
態
は
な
が
く
続
い
た
よ
う
で
、
明
治
生
ま
れ
の
人

に
は
「
は
っ
て
こ
の
坂
を
の
ぼ
っ
た
」
と
表
現
す
る
人

も
い
た
そ
う
で
す
（
『
ひ
び
け
』
創
刊
号
）
。

　

時
期
は
不
明
で
す
が
、
切
り
通
し
の
土
砂
を
運
ん

で
余
市
川
の
堤
防
を
築
い
た
り
、
余
市
橋
の
駅
側
周

辺
の
埋
め
立
て
工
事
が
囚
人
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
…
看
守
に
監
督
さ
れ
た
青
い
服
と
赤
い
服
の
囚

人
た
ち
が
、
山
を
掘
り
、
そ
の
土
を
ト
ロ
ッ
コ
に
入

れ
て
余
市
川
の
堤
防
ま
で
運
ん
で
い
た
。
当
時
、
囚

人
達
は
今
の
黒
川
小
学
校
（
現
在
の
道
の
駅
）
の

辺
に
飯
場
を
つ
く
り
起
居
し
て
い
た
。
青
い
服
の

囚
人
は
軽
犯
罪
人
、
赤
い
服
は
重
犯
罪
人
で
あ
る
。

…
」
、
「
看
守
の
手
う
す
を
ね
ら
っ
て
脱
走
し
た
囚

人
が
、
天
内
山
の
か
げ
の
井
戸
に
か
く
れ
て
い
る
の

を
町
民
が
み
つ
け
、
警
察
が
山
を
包
囲
し
て
、
そ
の

囚
人
を
逮
捕
し
た
…
」
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

あ
り
ま
し
た
（
前
掲
同
書
）
。
大
正
時
代
に
小
学
生

だ
っ
た
方
が
述
懐
し
た
モ
イ
レ
山
や
切
り
通
し
の
様

子
が
『
余
市
文
芸
』
に
見
え
ま
す
。

　

「
茂
入
の
山
は

切
り
通
し
で
区
分

さ
れ
独
立
の
山
の

よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
て
、
そ
の
緩

斜
面
の
若
干
は
耕

地
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
海
を
望
む

切
り
通
し
の
崖
の

上
の
樹
に
は
、
熊

の
骸
頭
や
イ
ナ
ウ

（
ア
イ
ヌ
民
族
が

儀
礼
の
と
き
に
供

え
る
木
幣
）
が
沢

山
祀
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
」
と
あ
り

ま
す
（
「
坂
の
上

の
学
校
」
『
余
市
文
芸
』
14
号
）
。

　

ま
た
、
モ
イ
レ
山
の
反
対
側
、
モ
イ
レ
台
に
は

「
山
遊
び
の
実
質
的
な
も
の
」
が
あ
っ
た
と
同
書
中

で
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
「
…
崖
に
は
楓
（
イ
タ
ヤ
）

の
根
っ
こ
が
露
わ
に
突
き
出
て
い
る
、
春
早
く
雪
が

消
え
る
と
す
ぐ
そ
の
樹
根
に
小
刀
で
傷
を
つ
け
て
、

そ
の
傷
口
か
ら
浸
み
出
て
く
る
甘
い
樹
液
を
瓶
に
流

し
て
溜
め
た
り
し
た
も
の
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。

他
に
も
季
節
が
か
わ
る
ご
と
に
、
カ
タ
ク
リ
、
木
イ

チ
ゴ
、
栗
、
山
ブ
ド
ウ
、
落
葉
キ
ノ
コ
と
い
っ
た
、

お
い
し
い
「
山
遊
び
」
が
身
近
に
あ
り
ま
し
た
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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（写真：切り通し　昭和 41 年）

　道税の啓発事業の一環として開催されました「第２９回全道中学生の税
をテーマにしたポスター募集」に全道の中学校から４２３８点の応募があ
り、東中学校から４名の生徒さんが入賞しました。
　３月４日（水）、東中学校において賞状と副賞の贈呈が行われました。
　後志教育局長賞　　優秀賞　横山　七海さん（２年生）
　後志教育局長賞　　　入選　木島　早希さん（１年生）
　後志教育局長賞　　　入選　須戸　　蘭さん（２年生）
　後志総合振興局長賞　入選　中内　希歩さん（２年生）

　　「第２９回全道中学生の
　　　　　　　　税をテーマとしたポスター募集」で入賞

（右上から）木島さん、横山さん
（右下から）須戸さん、中内さん

優秀賞の横山さんの作品



図
書
館
の
す
て
き
な
窓

文化財施設のオープンは 4 月 7 日（火）！各施設で展示替え
～ニシン漁の親方・熊虎の家（内部）は旧余市福原漁場がモデル～

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
４
月
16
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～　

３
階
301
・
302
号
室

　

●
「
開
講
式
・
自
治
会
総
会
」

　

平
成
27
年
度
の
学
習
が
こ
の
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

町
長
や
町
議
会
議
長
な
ど
の
来
賓
を
迎
え
、
学
長
で
あ
る
教

育
長
が
出
席
し
て
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
開
講
式
後
に
は
、

今
年
度
開
設
す
る
15
講
座
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
学
習
内

容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
寿
大
学
学
生
自
治
会
の
総
会
も
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
出
席
さ
れ
る
方
は
、
午
後
１
時
25
分
ま
で
に

受
付
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
自
治
会
入
会
金
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
当
日
受
付
で

　

１
０
０
０
円
を
納
入
く
だ
さ
い
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
４
月
13
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～　

１
階
101
・
102
号
室

　

●
「
開
講
式
・
歴
史
探
訪
講
座
」

　

開
講
式
に
引
き
続
き
、
今
年
度
の
学
習
日
程
や
開
設
す
る
14

講
座
の
内
容
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
今

年
度
の
学
習
講
座
は
、
新
た
な
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
楽
し

い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
学
芸
員
に
よ
る
余
市
の
歴
史
探
訪
講
座
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
入
会
の
ご
案
内

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
に
登
録
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は
、
今
月

号
広
報
折
込
チ
ラ
シ
に
あ
る
よ
う
に
、
詩
吟
・
短
歌
・
俳
句
な

ど
30
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
月
１
～
２
回
ほ
ど
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
は
、
中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
直

接
そ
ち
ら
へ
申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
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問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　昨年１２月から冬期閉館しておりました余市水産博物館、国指定重要文化

財の旧下ヨイチ運上家、国指定史跡のフゴッペ洞窟、旧余市福原漁場が４月

７日（火）からオープンします。余市水産博物館では、新たな資料の展示替

えをいたしましたので、ぜひご来館ください。

　さて、竹鶴政孝・リタさんをモデルとしたＮＨＫ連続テレビ小説「マッサ

ン」は平均視聴率が 2 ０％以上という人気ドラマでした。主人公のマッサン

とエリーが初めて余市を訪ねて、高台から町を見下ろす場面は余市水産博物

館の横で早朝に撮影されました。

　また、お気づきかも知れませんがニシン漁の親方・熊虎の豪華な家は、北

海道開拓の村にある青山家番屋（小樽市祝津から移築）ですが、内部は旧余

市福原漁場の主屋を忠実に再現したものです。囲炉裏、台所、寝台のつくり

などそっくりですが、中央の階段だけは新たに付けたものです。このセット

は大阪スタジオにあり、一連の撮影にあたり、ニシン漁に関わる米俵、むし

ろ、釜、モッコ、ソリなど１２０点余りを貸出しています。

　全国的にも歴史的建物は、映画やドラマの撮影でも利用されており、当時

の生活の様子を体感できますので、是非ご来館ください。

健康・生涯スポーツ教室「ゴルポッカ」「身近な法律」について学習
　２月１９日（木）に、札幌法務局職員を講師に迎え

て、寿大学・女性学級の合同講座を開催し４８名が受

講しました。

　土地・建物の登記手続きや相続をめぐるトラブルな

ど、私たちのまわりでも起こり得る身近なテーマの話

だけあって、受講生は真剣に聴講するとともにさまざ

まな質問を投げかけてい

ました。

　身近な法律について理

解を深めた有意義な講演

会となりました。

　２月１８日（水）と２５日（水）に、ゴルポッカ教
室を総合体育館周辺の特設コースで開催しました。ゴ
ルポッカとは、かんじきを履き、クラブでボールを
打って三角コーンに当てるとホールインとなるパーク
ゴルフに似たスポーツですが、合わせて３０数名が参
加しました。準備体操をした後、参加者は３、４人ず
つのグループに分かれて、９ホールのコースに挑んで
いました。ねらった所にボールが飛ばず苦戦していた
方もいましたが、あちこち
からナイスショットの声も
聞こえていました。
　子どもたちから高齢者ま
で気軽に楽しめ、冬でもぽ
かぽか温まるスポーツを楽
しむことができました。

 《三角コーンを狙って！》 《受講風景》

 《旧余市福原漁場》

 

今
年
度
の
学
習
が
始
ま
り
ま
す
！

 《余市水産博物館》



①
募
集
！
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
あ
な
た
の
知
識
・
技
能
・
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
～

　

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
持
っ
て
お
ら
れ
る
資
格
や
特
技
・

趣
味
を
学
校
の
教
育
活
動
で
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
度
は
、
『
読
み
聞
か
せ
、
水
泳
指
導
、
登
校
時
の
見
守
り
、

授
業
の
支
援
、
ス
キ
ー
指
導
』
な
ど
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
は
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
名
簿

に
よ
り
各
学
校
ま
た
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
依
頼
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
か
ら
要
請
を
受
け
て
の
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
依

頼
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
登
録
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☆[

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

～
お
は
な
し
ど
う
ぶ
つ
え
ん
で
あ
そ
ぼ
う
！
～]

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
（
4
月
23
日
～
5
月
12
日
）
に
ち
な

ん
で
絵
本
を
使
っ
て
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
催
し
で

す
！
入
場
無
料
。

◆
日
時　

４
月
25
日

（土）    

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館 

２
階 

視
聴
覚
室

◆
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　

◆
内
容　

大
型
絵
本
「
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」
・
絵
本
「
わ

　

ら
う
と
ま
け
よ
ア
ッ
プ
ッ
プ
」
「
ど
っ
と
こ
ど
う
ぶ
つ
え

　

ん
」
ほ
か
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち
が
で
て
く
る
遊
び
な
ど
。

☆[

お
は
な
し
会]　

4
月
11
日

（土）

　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆[

本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会] 

午
前
10
時
30
分
～

　
　

4
月
15
日
、
22
日
の
各
水
曜
日

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
30
日

（木）
は
図
書
整
理
日

★
〔
余
市
町
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
〕

　

絵
本
や
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
入
っ
た
パ
ッ
ク
を
手
渡

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
暖
か
く
見
守
っ

て
い
く
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

毎
月
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
舟
分
館
で
行
わ
れ
る
10
か
月
児
健

診
の
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

趣
旨
説
明
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
！

Ｈ
Ｐ
〝
こ
ど
も
ペ
ー
ジ
〟
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

【大人映画会】（午後２時～）
2 日（木）「いつも二人で」（洋画）

5 日（日）「それから」（邦画）

9 日（木）「アンタッチャブル」（洋画）

16 日（木）「北の零年」（邦画）

19 日（日）「リトル・ダンサー」（洋画）

23 日（木）「アポロ 13」（洋画）

【祝日大人映画会】（午後２時～）
29 日（水）「ゴットファーザー」（洋画）

【子供映画会】（①午前 11 時～　②午後２時～）

4 日（土）①「それいけアンパンマン
　　　　　　～どうぶつだいすき～」

18 日（土）②「ドラゴンボール Z」

開館時間  午前10時～午後６時30分

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

　

余
市
町
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
か
？
昨
年
の
機
器
更
新
に
伴
っ
て
Ｈ
Ｐ
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
が
、
先
月
か
ら
新
し
く
〝
こ
ど
も

ペ
ー
ジ
〟
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｐ
か
ら
は
、
自
分
の
読
み
た
い
本
を
簡
単
に
さ
が
せ
ま

す
！
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
図
書
館
に
関
心
を
持
っ
た

り
、
本
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
か
わ
い
い
動
物
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
、
余
市
特
産
の
果
物
を
プ
ラ
ス
し
て
、

楽
し
く
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
、
「
調
べ
も
の
に
役
立
つ
ペ
ー
ジ
」
を
用
意
し

ま
し
た
。
図
書
館
に
あ
る
多
く
の
蔵
書
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
調
べ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の

本
の
内
容
が
詳
し
く
わ
か
る
し
く
み
で
す
。

　

三
つ
目
に
、
保
護
者
や
学
校
の
先
生
方
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
子
ど
も
の
本
に
関
わ
る
方
々
に
向
け
て
の

ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
団
体
・
学
校
な
ど
に
貸
出
し
て
い

る
大
型
の
絵
本
・
紙
芝
居
リ
ス
ト
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
映
画
会
や
お
は
な
し
会
な
ど
の
最
新
イ
ベ
ン
ト

情
報
が
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
借
り
て

い
る
本
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
パ
ス
ワ
ー
ド
登

録
が
必
要
で
す
）
。

　

ご
家
族
で
こ
ど
も
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
が
た
く
さ
ん
の
本

と
出
会
い
、
本
の
楽
し

さ
や
面
白
さ
を
感
じ
な

が
ら
豊
か
な
心
を
育
ん

で
い
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な

興
味
・
関
心
に
応
じ
て

広
く
学
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
図
書

館
と
し
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団
員
募
集

　

北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
北
海

ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
の
技
術
を
習
得
し
、
郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
月
３
回
の
練
習
を
重
ね

な
が
ら
、
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
」
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象　

小
学
４
年
生
～
中
学
生

◆
会
費　

月
500
円
（
会
の
運
営
等
諸
費
用
）

◆
練
習　

月
３
回
（
第
１
・
第
３
・
第
４
水
曜
日
）

◆
平
成
27
年
度
事
業　

　

・
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
へ
の
参
加

　

・
余
市
町
文
化
祭
へ
の
参
加　

　

・
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
締
切　

４
月
13
日

（月）

③
前
期
公
民
館
文
化
教
室
受
講
申
込
み

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
前
期
公
民
館
文
化
教
室

は
、「
大
人
の
そ
ば
打
ち
教
室
」「
楽
し
い
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室
」

「
大
人
の
英
会
話
教
室
」
「
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
教
室
」
の
四
つ
の
教

室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

受
講
希
望
者
の
受
付
は
４
月
13
日

（月）
か
ら
24
日

（金）
ま
で
の
午

前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
②
③
の
問
合
せ
・
申
込
み　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）



よ い ち の 人 口
 〈平成 27 年 2 月 28 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　20,096 人　  （-  43）　

　　男　性 　   9,306 人　  （-  29）

　　女　性　10,790 人　  （-  14）

　　世帯数　10,122 世帯  （-  16）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
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■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

　町では、町税未納の方へ２月末に催告書を送付しま

したが、納付指定期日を過ぎましても未納になってい

る方が見受けられます。

　納税催告に応じない滞納者には、納税者との税負担

の公平を期するために法律（地方税法等）に基づき、

給与、預金、債権、不動産、動産等の差押を行ないます。

※税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返済

を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、税

金を滞納している方や既に借金を完済している方で

も、過去に利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。「過払い金請求」（不

当利息返還請求）により経済的な負担や精神的な不安

を軽減することができます。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。

納税でお困りの方は、税務課へご相談ください
　　　
◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

〈2015. ④広報よいち　24〉

４月は滞納整理強化月間です

確定申告書の内容が間違っていたとき
　提出した確定申告書に計算誤りや申告漏れなど申告

内容に誤りがあることに気付いた方や、うっかり確定

申告書の提出を忘れている方はいませんか。もう一度

ご確認ください。

　税額を多く申告していたことに気付いたときは、「更

正の請求書」を提出して正しい税額への訂正を求める

ことができます。

　税額を少なく申告したことに気付いたときは、「修

正申告書」を提出して正しい税額に修正してください。

　また、確定申告書を提出しなければならないのに提

出を忘れていたときは、速やかに確定申告書を提出し

てください。詳しくは、余市税務署へお尋ねください。

◆問合せ　余市税務署　☎２２－２０９３

（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

ご寄附に感謝

★社会福祉事業費の一部として
・上枝　俊夫（大川町）

　（故扇谷𣳾三殿追善供養として）

　　　　　　　　　　　　　一金１００，０００円

・余市合同青果「青友会」

（ダンスパーティー益金として）

　　　一金１０，１５５円

★図書６５冊　
・星野　まどか（富沢町）

　（竹鶴政孝のお話「夢にむかって」）　　　　　

★雑巾１００枚
・余市町いきいきふれあい教室

　（公共施設掃除用具として）

★余市町の未来を担う人づくり寄附金として
・匿　　　名（札幌市中央区）

一金１０，０００円

・匿　　　名

　　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円

・近藤　雅男（横浜市鶴見区）

★余市町財政再生基金の一部として
・渡辺　秀樹（札幌市北区）

一金３００，０００円

・藤平　哲也（大川町）

一金２００，０００円

～中皮腫や肺がんなど
　石綿による傷病の補償・救済について～
　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者として

石綿ばく露作業に従事していたことが原因であると認

められた場合には、労災保険法に基づく各種の労災保

険給付や石綿救済法に基づく特別遺族給付金が支給さ

れます。

　石綿による症病は、石綿を吸ってから非常に長い年

月を経て発症することが大きな特徴です。

　中皮腫などでお亡くなりになられた方が過去に石綿

業務に従事されていた場合には、労災保険給付等の支

給対象となる可能性がありますので、まずはお気軽に

ご相談ください。

◆問合せ　北海道労働局労働基準部労災補償課

　　　　　☎０１１－７０９－２３１１（内 3590）


